様式第1号(第2条関係)
特定用途制限地域内の建築に関する許可申請書
(第1面)
出雲市長　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

申請者氏名　　　　　　　　　　　　　㊞　

　下記のとおり特定用途制限地域内の建築に関する許可を受けたいので、出雲市特定用途制限地域内における建築物の制限に関する条例施行規則第2条の規定により、関係書類を添えて申請します。なお、この申請書及び関係書類に記載した事項は、事実に相違ありません。
記

【1．申請者】　【ア．氏名】
【イ．郵便番号】
【ウ．住所】
【エ．電話番号】

【2．設計者】　【ア．資格】(　　　　)建築士　　　(　　　　)登録第　　　　　　号
【イ．氏名】
【ウ．建築士事務所名】 (　　　)建築士事務所(　　　)知事登録第　　　号
　　　　　　　　　　　
【エ．郵便番号】
【オ．所在地】
【カ．電話番号】

許可を受けようとする建築物及びその敷地に関する事項

【1.地名地番】

【2.特定用途制限地域】　□田園居住地区　　　□幹線沿道商業地区　

【3.敷地面積】  (　　　　　　　　　㎡)

【4.主要用途】　

【5.許可を受けようとする理由】




【6.工事種別】
□新築　□増築　□改築　□移転　□用途変更　□大規模の修繕　□大規模の模様替え

【7.建築面積】 　　 (　　申請部分    )(　申請以外の部分　)(　　　合計　　　)
【ア．建築面積】 　(            　㎡)( 　           　㎡)( 　           ㎡)

【8.延べ面積】　  　(　　申請部分　　)(　申請以外の部分　)(　　　合計　　　)
【イ．建築物全体】 (　　　　　　　㎡)(　　　　　　　　㎡)(　　　　　　　㎡)


(第2面)

【9.工事着手予定年月日】　　　　　　　　　　 年　　月　　日

【10.工事完了予定年月日】　　　　　　　　　　年　　月　　日

【11.その他必要な事項】


【12.備考】


【13.関係者への説明状況】

	説　明　確　認　印
	地区土木委員
	　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	
	地区自治委員
	　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	
	その他
(関係協議会等)
	　　　　　　　　　　　　　　　㊞



(注意)
1．各面共通関係
①数字は算用数字を、単位はメートル法を用いてください。

2．第1面関係
①申請者が2以上のときは、1欄は代表となる申請者について記入し、別紙に他の申請者についてそれぞれ必要な事項を記入して添えてください。
②2欄は、設計者が建築士事務に属しているときは、その名称を書き、建築士事務所に属していないときは、所在地は設計者の住所を書いてください。
③設計者が2以上のときは、2欄は代表となる設計者について記入し、別紙に他の設計者について棟別に必要な事項を記入して添えてください。

「許可を受けようとする建築物及びその敷地に関する事項」について
④2欄は、該当するチェックボックスに「レ」マークを入れてください。なお、建築物の敷地が田園居住地区又は幹線沿道商業地区のうち2以上の地区にわたるときは、それぞれの地区について記入してください。
⑤4欄は主要用途を、5欄には許可を受けようとする理由を、できるだけ具体的に書いてください。
3．第2面関係
⑥13欄は、許可を受けようとする理由、計画等を利害関係者に説明し理解を得た確認として、署名捺印を受けてください。

